
基本健康診査の結果はいかがでしたか？健診を受診することも大切ですが、結果をみて自分自身の
生活習慣を振り返ることも大切です。

　ひとつひとつの検査項目を見ることも必要ですが、結果を総合的にみて現在の体の状態を知ることも大切です。
　例えば、九産太郎さんの場合、腹囲が大きく、血圧、糖代謝の項目の血糖、脂質の項目のLDLコレステロールが高く
メタボリックシンドロームに該当します。血管の状態は傷みやすく、動脈硬化が進行していると考えられます。
　いくつもの検査項目の少し高めの状態を長い間放置しておくと、血管が傷みやすく動脈硬化による脳卒中や心筋
梗塞のリスクが非常に高くなります。健診は受診することも大切ですが、結果をみて生活習慣を振り返ることも大
切です。健診を機会に生活習慣を見直してみませんか？あすてらす相談室では、健康相談、栄養相談を行っています。
　健診結果について不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

           問い合わせ先　健康課健康推進係　☎72-6666　　　あすてらす相談室　☎72-6467

※各検査項目の意味するものは、健康診断個人票の裏面に書いてあります。

メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）の診断基準の
１つは腹囲で女性90cm以上、
男性85㎝以上です。

血圧の高い状態が続くと血管
に負担がかかり、動脈硬化の
危険因子となります。

腎臓の働きをみます。動脈硬
化は腎臓の血管にも影響を及
ぼします。

貧血かどうかが分かります。

肝臓の働きをみます。

血液中の糖分がうまくコント
ロールされているかが分かり
ます。HbA１cは、過去１〜２
ヶ月間の平均血糖値を表して
います。

腎臓の働きをみます。

痛風の原因になります。

LDLコレステロールは、動脈
硬化の最大の原因といわれて
います。中性脂肪は多すぎる
と動脈硬化を促進します。
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